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研究課題の概要
脳卒中という分野は、医学においては、循環器病学、神経内科・外科学、神経放射

線学、あるいは神経科学、血管血液学等の多分野に関連し、一つの学問体系としては

確立されていないため、持続的かつ強固な研究支援体制が成立し難い。
脳卒中医療の発展を目指し、脳卒中学の学問体系の確立あるいは、国立脳卒中研究

センターともいうべき施設を設立するとすれば、その研究グループはどうあるべきで

あるかを考え、本研究グループを立ち上げた。本研究提案課題が重要な戦略的研究と
位置づけられたことは本邦の脳卒中医療の発展において重要な意義がある。

脳卒中に対する医療を基本に考えた場合、予防、診断・治療、再生・再建という研

究領域が考えられる。基礎医学で得られた新たな知見を如何に臨床に応用するかを目
、 、指しているそれぞれのトランスレーショナルリサーチ領域での先端研究を集め 今後

脳卒中医療において、如何なる発展が可能であり、如何なる発展を目指すべきかを探

り、そして、それら有効な脳卒中防衛戦略の情報発信を目標とした。
具体的な目標として、１）脳血流傷害による脳機能障害の早期診断法の確立、２）

神経細胞の生と死にかかわる分子機構の解明、３）神経細胞の生存を強化するための

脳保護法の確立を掲げた。

(1)総 評
神経細胞死および画像解析による脳卒中の初期診断法の開発において、すぐれた成

果があがっている。すなわち、拡散強調 、 を用いての初期脳梗塞・白質障害MRI fMRI
の画像化の成功、 現象と脳梗塞の関連の解析、クモ膜下出血後の血spreading depression
管攣縮の機序、各種薬物の脳虚血に対する保護作用の発見など、脳卒中治療への応用
に向けて価値のある成果である。

、 、 、また 国際誌への投稿や 成果を一冊の書籍として発表できたことは高く評価でき
研究成果の発表を公開形式で行うことにより、研究者のみならず患者家族などからも
フィードバックを得ていることは価値がある。

一方、低脳温療法や脳機能画像診断といった臨床的な研究と、分子生物学的な基礎
の研究が一体となり治療を見据えた病態の解明に至らなかったことは残念である。

結果としては、ブレインアタックから「脳を守る」段階には、未だ距離があると言

える。
＜総合評価：ｂ＞

(2)各テーマにおける評価結果
①脳機能および脳の病態生理に関する研究

画像解析技術は、非常に有用性が高く一定の成果も上がっているが、臨床応用へ

向け更なる診断法の確立が期待される。
生存脳調節機構については、運動や学習が脳神経の生存能をも高めている可能性

が認められたことや、チオレドキシンが脳卒中の治療および予防に繋がる可能性が
あるということを示したことは、科学的価値が高い。臨床応用に向けて、低体温療



法の効果を脳虚血巣部の縮小とともに免疫組織化学的にそのメカニズムを明らかに
したことも評価できる。

また、中枢脳神経再生能解明については、脊髄を切断したラットの神経路を再生

させ四肢協調歩行を可能にしたことや、能虚血モデルラットにおける神経幹細胞移
植の有効性を示せたことは、今後の再生研究にとって、意義があるものと考えられ
る。

結果として、ブレインアタックにおける脳の病態を各種の画像技術で分析し、そ
の残された機能の評価と機能保護のトライアルがなされ、中枢神経再生能の基礎的
研究がよく行われたと考えられる。

②脳神経障害の原因となる血管障害発生機構の解明に関する研究

脳血管攣縮の発生機序が解明されるとともに、その治療方法開発のための基礎デ
ータが得られたことや、脳動脈瘤発症の主要分子機構とそれに関与する特定重要因
子の解明に向けて治療応用への可能性がことは、科学的な価値が高い。

実験動物クモ膜下腔にアデノウイルスを用いた塩基性線維芽細胞を導入すること
で、脳内での血管新生が誘導されたことは、正常脳内でかつて例を見ない画期的な
現象であると言える。栄養因子が血管壁の肥厚あるいは、病的持続的収縮に中心的

な役割を担うことが示され、生体内において持続的な血管収縮作用を有することを
PACAP明らかにしたことは、新規性を有する。また、アドレノメデュリンおよび

の生理機能、細胞内シグナル、生合成調節機序に関する知見は、これらの血管修復

および脳保護法への臨床応用への基盤となるものと考えられるので、価値は高い。
結果として、今後のブレインアタックの治療薬開発に向けて閉塞性脳血管障害部

における障害因子と修復因子の基礎的解明の研究が一定のレベルなされたと考え

る。

(3)評価結果
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